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①・⑤・⑨，pre-post間のSTAI-S得点の差について，群と
時期を独立変数とした２要因分散分析を行った。その結果，
群と時期の交互作用は有意ではなかった。
身心法による特性・状態怒りへの影響　同様の分析を特性
／状態怒りに関して行った。その際にpreの状態怒り得点
に群間で有意差が見られたため，群を独立変数，preの得
点を共変量，postの得点を従属変数とした共分散分析を
行った。その結果，状態怒りにおいて群の差は有意傾向
（p=0.51）であり，技法群では低下する傾向が見られた。
マインドフルネス技法の身体的動揺への効果　pre①・⑤・
⑨とpost①・⑤・⑨におけるSTAI-S得点と各重心動揺指標
について，群（技法群・統制群）と時期（pre・post）を
独立変数とした２要因分散分析を行った。その結果，総軌
跡長において群と時期の交互作用が５％水準で有意であっ
た。単純主効果の検定では有意な差は見られなかったが，
pre-post間で，統制群の平均値は上昇したのに対して，技
法群では低下していた。
身心法による身体的動揺への効果　同様の分析をPOMS
怒り得点と各重心動揺指標について行った。その際，pre
の時点で群間に有意差が見られた場合は，群を独立変数，
preの得点を共変量，postの得点を従属変数とした共分散
分析を行った。共分散分析の実施前提を満たさなかった場
合は，preとpostの差に対して対応のあるｔ検定を行った。
その結果，総軌跡長で技法群が有意傾向（p=0.076）で減
少，矩形面積と前後最大でも技法群が５％水準で有意に減
少していた。
考　察
身心動揺の関連について　特性／状態不安と総軌跡長との
間に弱い正の相関が，特性不安と矩形面積及び前後最大振
幅との間に弱い負の相関が見られたことから，不安と重心
動揺は必ずしも正の相関関係にはなく，指標ごとに異なる
ものの，各指標との間には一定の関係が存在する可能性が
示唆された。状態怒り得点と矩形面積との間に弱い正の相
関が見られたことから，矩形面積が精神の動揺をとらえや
すい身体動揺の指標であることが示唆された。
マインドフルネス技法が重心指標に与える効果　技法に
よって総軌跡長が減少した。総軌跡長は特性／状態不安と
正の相関関係にあったことから，技法の不安低減効果が重
心動揺指標において示されたといえる。STAI-Sの得点にお
いてマインドフルネス技法の効果が有意でなかったことか
ら，総軌跡長が質問紙の回答には表れない技法の効果を検
出しうる可能性も考えられる。
身心法が重心指標に与える効果　
技法によって，総軌跡長，矩形面積，前後最大が減少した。
いずれも特性／状態怒りと正の相関であったことから，技
法の怒り減少効果が重心動揺指標において示されたといえ
る。
＜研究の展開＞
　上記の研究では，重心動揺の指標として身体の重心点の
総移動距離を表す総軌跡長と，前後の最大の揺れ幅と左右
の揺れ幅からなる長方形の面積である矩形面積を用いて検
討した。３年目の研究では，重心動揺と精神動揺との関連
をさらに詳しく検討するために，重心動揺計（アニマ社製
重心動揺計：グラビコーダ GP-7）を用いて，矩形面積，実
効値面積，総軌跡長，面積，速度，密集度，左右中心位置，
前後中心位置，左右中心位置の絶対値，前後中心位置の絶
対値，ロンベルグ率の11の指標において両者の関係につい
て検討している。また，個人差が大きいことから，同一個
人のデータを複数回測定して，個人内での身心動揺の相関
を検討している。結果は現在分析中である。
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